
神戸大学学位規程新旧対照表（抜粋） 

（新） 

 

(審査要旨の公表) 

第18条 本学は，博士の学位を授与したときは，当該博士

の学位を授与した日から3月以内に，当該博士の学位の授

与に係る論文の内容の要旨及び論文審査の結果の要旨を

インターネットの利用により公表する。 

 

(学位論文の公表) 

第19条 博士の学位を授与された者は，当該博士の学位を

授与された日から1年以内に，当該博士の学位の授与に係

る論文の全文を公表しなければならない。ただし，当該

博士の学位を授与される前に既に公表したときは，この

限りではない。 

2 前項の規定にかかわらず，博士の学位を授与された者

は，やむを得ない理由がある場合には，当該教授会の承

認を受けて，当該博士の学位の授与に係る論文の全文に

代えてその内容を要約したものを公表することができ

る。この場合において，本学は，その論文の全文を求め

に応じて閲覧に供するものとする。 

3 博士の学位を授与された者が行う前2項の規定による公

表は，原則として神戸大学学術成果リポジトリの利用に

より行うものとする。 

 

附 則(平成25年4月23日) 

1 この規程は，平成25年 4月 23日から施行する。 

2 この規程による改正後の神戸大学学位規程(以下「新学

位規程」という。)第 18条の規定は，平成25年 4月 1日

以後に博士の学位を授与した場合について適用し，同日

前に博士の学位を授与した場合については，なお従前の

例による。 

3 新学位規程第19条の規定は，平成25年 4月 1日以後に

博士の学位を授与された者について適用し，同日前に博

士の学位を授与された者については，なお従前の例によ

る。 

（旧） 

 

(審査要旨の公表) 

第18条 本学は，博士の学位を授与したときは，当該学位

を授与した日から3月以内に，その論文の内容の要旨及び

論文審査の結果の要旨を公表する。 

 

 

(学位論文の公表) 

第19条 博士の学位を授与された者は，当該学位を授与さ

れた日から1年以内にその学位論文を印刷公表しなけれ

ばならない。ただし，既に印刷公表したときはこの限り

ではない。 

 

2 前項の規定にかかわらず，博士の学位を授与された者

は，やむを得ない理由がある場合には，当該教授会の承

認を受けて，当該論文の全文に代えてその内容を要約し

たものを印刷公表することができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


